
Copyright © NTT FACILITIES, INC. All right reserved. 0 

２０１２年７月１８日 環境省平成２４年度地球温暖化対策技術開発・実証研究事業  

2013年1１月 
㈱ＮＴＴファシリティーズ 

「自立・分散型ｴﾈﾙｷﾞｰ社会の実現に向けた直流方式による地域間
相互ｴﾈﾙｷﾞｰ融通ｼｽﾃﾑの開発」 
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背景および目的 

■背景 
東日本大震災を発端とした原発事故の影響で、日本国内の原子力発電所が稼動停止しており、 
以下の課題解決が求められている。 
 ①CO2削減のため再生可能エネルギーの大量導入 
 ②省エネ・需要シフトによる効率的なエネルギーシステムの運用 
 ③自然災害にも強いエネルギー供給のあり方 
 ④脱・原発 
 

■目的 
「分散型電源＋蓄電池＋負荷機器」を『直流』で組合せた自立・分散エネルギーシステムを開発し、
環境負荷低減やエネルギー効率向上のみならず、自然災害にも強い地域エネルギーシステムの確立 

発電 

消費 蓄電 

直流 

燃料電池 

リチウムイオン電池 ノートパソコン 

電気自動車 

ＦＣ 

鉛蓄電池 

太陽光発電 

ＬＥＤ 

冷蔵庫 

『発電』・『蓄電』・『消費』は『直流』 

『直流』を軸としたシステム開発により 
 ・再生可能エネルギーの導入拡大 
 ・新たな省エネシステム 
 ・高い防災性を有した電力システム 
  ・・・を実現する 

「世界への技術・事業展開」 
図 『直流』の利活用フィールド 
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地域間エネルギー融通 
（山形サイト） 

DC-G 

AC-G 

DC-G 

マイクログリッド 
（クラスター） 

風力発電所 

原子力発電所 

火力発電所 

本実証研究の位置付け 

自立・分散型エネルギー社会実現に向け、以下の２サイトで実証実験を実施 
帯広サイト：オフィス向け直流システムの開発 
山形サイト：地域間エネルギー融通システムの開発 

メガソーラ発電所 
オフィス向け直流システム 

（帯広サイト） 

AC-G : 交流ベースマイクログリッド 
DC-G : 直流ベースマイクログリッド 



Copyright © NTT FACILITIES, INC. All right reserved. 3 

要素技術開発の概要（課題①） 
■課題 

 AC DC 
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DC 

AC  DC 

DC 
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変換段数小 変換段数小 

蓄電池から変換なしで供給 

従
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⎡
交
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給
配
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負荷機器 電源装置 

交流 

AC AC DC 

バッテリー 

CPU 
AC100 
～200V 1 2 

DC DC AC 

3 4 

電力変換段数：４段 

直
流
給
配
電 

負荷機器 電源装置 

交流 

AC 

バッテリー 

CPU DC DC DC 
DC380V 1 2 

電力変換段数：２段 

1 2 3 4 

・直流給配電にすることにより、直流電力を出力する太陽光発電や蓄電池との親和性が良く、給配
電における変換段数を減らすことができるため、省エネ効果が得られる。 

DC 

2 

・交流系統を基にしたエネルギーシステムは変換段数が多くなり、更なる効率化は困難。 
・再生可能エネルギーや蓄電池や負荷機器は「直流」を利用しているので、変換ロスが大きくなる。 

■解決策 
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要素技術開発の概要（課題②） 
■課題 

・クラスター内でのエネルギーの地産地消を図りつつ、必要に応じてクラスター間の電力融通を可能
になることで、災害時の自立性の向上と設備容量の最適化が図られることで、地域エネルギー事
業の成立が可能となる。 

・エネルギーの地産地消を目指す地域エネルギー事業の成立には、地域内の安定的・効率的に需
給バランスがとれるエネルギーネットワークの構築が重要だが、地域内の負荷需要に見合う規模
の分散型電源や蓄電設備の設置した場合、設備容量が大きくなり構築費用が負担となる。 

■解決策 

DC-G AC-G DC-G 

各クラスターでエネルギーの
地産地消を目指すためには、 
構築費用増につながる。 

DCクラスター ACクラスター DCクラスター 

DC-G AC-G DC-G 

DCクラスター ACクラスター DCクラスター 
電力融通 電力融通 

自立性・防災性の向上と、設
備容量の最小化、システム構
成のシンプル化 
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北海道帯広市 

山形県山形市 

実証実験サイトについて 

参考データ 

年間降雪量  ：426cm（全国3位  2011年） 
年間平均気温：12.0℃（全国44位 2011年） 
年間日照時間：1613時間（全国44位 2010年） 
平均風速：1.7m/s 

帯広サイトの特徴を活かした検証内容 

山形サイトの特徴を活かした検証内容 

•地域間エネルギー融通実証サイト 
•住宅利用における負荷パターンの把握 
•低気温環境が蓄電池へ与える影響 
•短日照時間環境でのＰＶ発電量評価 
•産学間連携フィールド 

年間降雪量  ：159cm（2011年） 
年間平均気温：7.5℃（2011年） 
年間日照時間：2054時間（2010年）※ 
平均風速：2.1m/s 

※全国1位山梨県2183時間 

参考データ 

•オフィス内直流実証サイト 
•オフィス利用における負荷パターンの把握 
•低気温環境が蓄電池へ与える影響 
•高日照時間環境でのＰＶ発電量評価 
•北海道でも有数の地震多発エリアでの 
 防災性検証 



Copyright © NTT FACILITIES, INC. All right reserved. 6 

３年間の技術開発項目及びその位置づけ 

～
整流装置

直流ＰＣＳ

ＬＥＤ ＬＥＤ

電気自動車

ノートＰＣ

蓄電池

DC380V

EMS

SW

アダプタ

SW

帯広市役所 清掃事業課

： 交流配線

： 直流配線

凡例

■3年間の技術開発項目
（１）「創る・使う」技術の開発・
１－１．直流電力変換装置の開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ
１－２．オフィス向け直流給電システムの開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ
１－３．直流ＥＭＳの開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北海道大学、北海道工業大学

（２）「組合せる」技術の開発
２－１．家庭用ハイブリッド電力制御盤の開発・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴデータアウラ
２－２．電源と熱源の組合せ利用システムの検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ

（３）「連携・融通する」技術の開発
３－１．自立型交流連携システムの開発・・・・ＮＴＴデータアウラ、ＶＰＥＣ、大阪ガス
３－２．直流給配電ネットワークシステムの開発・・・・・ＮＴＴ－Ｆ、ＮＴＴデータアウラ
３－３．交直連携システムの開発・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ、ＮＴＴデータアウラ

（４）地域ＥＭＳの開発
４－１．地域ＥＭＳの開発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ、ＮＴＴデータアウラ

（５）フィージビリティスタディ
５－１．ビジネスモデル、事業展開シナリオの作成

・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ、エネルギー戦略研究所、大阪ガス
５－２．地域エネルギー事業実現に向けた調査・分析

・・・・エネルギー戦略研究所、山形県、山形パナソニック
５－３．国際標準化、法規制対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＮＴＴ－Ｆ、北電総合設計

■帯広市実証サイト 実証イメージ図
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地域に分散された再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ（自立電源）を、需要家（住宅、ｵﾌｨｽ、
学校等）で地産地消及び電力融通（直流・交流）ができるｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸｼｽ
ﾃﾑを構築・検証し、地域エネルギー事業の基盤づくり、ＣＯ２を削減し、持続
可能な社会づくりを目指す。

■山形県実証サイト 実証イメージ図

帯広実証の成果を最終年度
山形サイトへ展開予定

 地域で分散された再生可能エネルギー（自立電

源）を、需要家（住宅、オフィス、学校等）で地産

池消及び電力融通（直流・交流）ができるエネル

ギーネットワークシステムを構築・検証し、地域エ

ネルギー事業の基盤づくり、ＣＯ２を削減し、持続

可能な社会づくりを目指す。 


